
JP 6830269 B2 2021.2.17

10

20

(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ビニロン紡績糸またはエステルマルチ糸と、ポリエチレン糸とを混合して構成された、
水溶性樹脂付着浸透ヤーンを中心芯としたストランを、並打ちロープに比べて長い撚りピ
ッチで三つ撚りされた、甘打ちロープ。
【請求項２】
　前記並打ちロープよりも２０％撚りピッチが長い、請求項１の甘打ちロープ。
【請求項３】
　ビニロン紡績糸またはエステルマルチ糸と、ポリエチレン糸とを混合して構成されるヤ
ーンに水溶性樹脂を付着浸透し、
　前記ヤーンをストランの中心芯に挿入し、
　前記ストラン３本を並打ちロープに比べて長い撚りピッチで三つ撚りして製綱し、
　前記水溶性樹脂を乾燥する、
　甘打ちロープの製造方法。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本案は繊維ロープの撚りピッチを長く甘打ちに製綱して、軽く細くても強化と安全作業
性経済性を得る甘打ちロープに関する。
【背景技術】
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【０００２】
　従来、普通打ち（並打ち）ロープに比べ、撚りピッチを長く甘打に作る事でロープの長
さは長く成り、重量は軽く成り、引っ張り強度は高くなるが、ダラダラ甘く太く膨らむこ
とによる安全作業性と商品価値の下落が問題であった。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７-２５４９４１号公報
【特許文献２】特開２０１５-０５９２７６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　撚りピッチを長く甘く作る甘打ちロープにおいて、ダラダラ、甘く、膨らみ感を解消す
ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本発明は、ビニロン紡績糸またはエステルマルチ糸と、ポリエチレン糸とを混合して構
成された、水溶性樹脂付着浸透ヤーンを中心芯としたストランを、並打ちロープに比べて
長い撚りピッチで三つ撚りされた、甘打ちロープである。
【０００６】
　上記甘打ちロープは、前記並打ちロープよりも２０％撚りピッチが長いことが好ましい
。
【０００７】
　また、本発明は、ビニロン紡績糸またはエステルマルチ糸と、ポリエチレン糸とを混合
して構成されるヤーンに水溶性樹脂を付着浸透し、前記ヤーンをストランの中心芯に挿入
し、前記ストラン３本を並打ちロープに比べて長い撚りピッチで三つ撚りして製綱し、前
記水溶性樹脂を乾燥する、甘打ちロープの製造方法である。
【発明の効果】
【０００８】
　軽く細くても強度を高く、経済性、安全作業性を高くできる。例えば、直径１０ｍｍの
普通打ち（並打ち）ロープ、１００ｍを、ロープの撚りピッチを２０パーセント、長くす
れば約１２０ｍになり、重量も約６ｋｇから約４、８ｋｇになり、引っ張り強度も９９０
ｋｇから１０００ｋｇ以上（約）になる。従来の方法では、ロープの撚りピッチを長く甘
く作ると、ダラダラ、甘く、膨らみ感があるが、本発明によれば、水溶性樹脂等を付着浸
透した混合強力ポリエチレン糸等を含むヤーンをストランの中心に挿入したストラン３本
を撚りピッチを長く３つ撚りに製綱して付着樹脂の乾燥することによって、甘くダラダラ
太く脹らみ感を解消できる。
【図面の簡単な説明】
【０００９】
【図１】３つ撚りロープの視斜図。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　図１は本実施形態における３つ撚りロープの斜視図である。ビニロン紡績糸またはエス
テルマルチ糸と、ポリエチレン糸とを混合して構成されるヤーン(5)に水溶性樹脂を付着
浸透した中心芯を有するストランを、並打ちロープに比べて長い撚りピッチで三つ撚りさ
れている。
【００１１】
　本案は従来の並打（普通打）ロープよりも２０パ－セントピッチを長く甘く製鋼して、
軽く強くロープの長さを得て、細く軽く強化を得て、安全作業性、経済性に貢献する。
【００１２】
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　強力ポリエチレン糸には水溶性樹脂は殆ど付着浸透しないが、水溶性樹脂が付着浸透し
易いビニロン紡績糸やエステルマルチ糸を混合して、その混合本数の変化で水溶性樹脂の
付着量の加減が可能となる。
【００１３】
　水溶性樹脂を付着浸透した混合強力ポリエチレン糸等を含むヤーンをストラン３本の芯
に挿入して３つ撚りロープに製綱して付着浸透樹脂を乾燥することによって、甘打ちロー
プのダラダラ、太く脹らみ感を解消できる。
【００１４】
　ビニロン紡績糸またはエステルマルチ糸と、強力ポリエチレン糸とを混合して構成され
るヤーン（５）に水溶性樹脂を付着浸透したものをストランの中心芯に挿入し、前記スト
ラン３本を３つ撚りにピッチを長く製鋼し、樹脂を乾燥する。甘くダラダラ太く脹らみ感
の解消で細く軽く撚りピッチを長くした分ロープは長く成る。更に引っ張り強化、耐光性
、摩耗強化、経済性、安全作業性が向上できる。
【００１５】
　図１のように、ストランの中心には水溶性樹脂が付着浸透した中心芯がある。ストラン
の外側面には、ビニロンと強化ポリエチレン、エステル糸等を混合して成る混合集糸束（
７）が多数束存在している。さらに、エステル集糸束（７の７）を引っ張り強化と耐光性
、摩耗強化のために１束外側面に構成する。更に混合集糸束（７）の内側には、単糸集合
体芯（６）をロープを軽く太く強化を得るために構成の中心にしている。
【符号の説明】
【００１６】
５  水溶性樹脂浸透ヤーン
６  単糸集合体芯
７  混合集糸束
７の７  エステル集糸束
【図１】
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